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§１．研究実施体制 

 

（A）「劣線形アルゴリズム」グループ 

① 研究代表者：加藤 直樹 （京都大学工学研究科，教授） 

② 研究項目 

・ビッグデータ向け定数時間アルゴリズムの実用化と効率化 

・漸進型アルゴリズムの開発 

・線形時間アルゴリズムの開発 

・組合せ剛性理論によるタンパク質の機能解明 

・避難計画問題 

・革新的アルゴリズム基盤の構築 

 

（B）「劣線形データ構造」グループ 

① 主たる共同研究者：渋谷 哲朗 （東京大学医科学研究所，准教授） 

② 研究項目 

・情報論的アプローチによる劣線形データ構造に関する研究 

・列挙論的アプローチによる劣線形データ構造に関する研究 

・実応用アプローチによる劣線形データ構造に関する研究 

 

（C）「劣線形モデリング」グループ 

① 主たる共同研究者：田中 和之 （東北大学大学院情報学研究科，教授） 

② 研究項目 

・統計力学的粗視化理論による劣線形モデリング理論の創出 

・機械学習理論によるビッグデータ中のスパース相関の抽出 

・ベイズアプローチによるソーシャルネットワーク分割システムの設計

H26 年度 

実績報告書 
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§２．研究実施の概要 

 

研究実施概要 

今世紀に新たに注目を浴びているビッグデータは，そのデータ量の膨大さ故に，その基礎となる

アルゴリズムのモデルは根本的な変革を迫られている．例えば，これまで速いと考えられてきたア

ルゴリズムが，ペタスケールのビッグデータに対して計算資源や実行時間などの点で大きな困難が

伴い，少なくとも線形，場合によっては劣線形時間や定数時間アルゴリズムが求められる． 

そのために，本研究では，ビッグデータ時代に向けた新しい計算パラダイムとして「劣線形時間パ

ラダイム」を提唱し，その中で，ビッグデータ用のアルゴリズムとデータ構造，およびモデリング技法

を提案する．本研究は，劣線形時間アルゴリズムグループ，劣線形データ構造グループ，劣線形

モデリングの３つの研究グループから構成されている．以下では，本年度の成果として社会的にも

注目を浴びた研究の概要を紹介する． 

劣線形アルゴリズムグループの瀧澤は，避難計画問題への効率的アルゴリズムの適用を担当し

ており，主に現在は世界的に大規模で複雑な地下街である大阪梅田地下街を対象としている．本

年度は，地下街全体と接続ビルの立体的な空間モデルを作成し，それを用いて基礎的なマルチ・

エージェントによる地下街への浸水からの避難シミュレーショ

ンを行った．シミュレーションが開始されてから 2 分後の画面

を右図に示す．地下街と地下鉄の利用者が，最寄りの階段を

使って一斉に接続ビルの地上 5.5m 以上の階に避難するシミ

ュレーションを行い，滞留状況，避難完了時間，各接続ビル

への避難者数などを把握した．この研究の成果は，NHK（関

西，全国）のテレビ放送，新聞記事（読売新聞）で報道され，

社会的インパクトを与えている．加えて，大阪市地下空間浸

水対策協議会が行った図上避難訓練と本年度の避難計画の

とりまとめでも活用されるなど，社会的還元も既に行われている． 

 

劣線形モデリンググループはビッグデータ中に存在する少数の重要なつながり合いを機械学習の

方法により発見するプログラムを開発し，カンニング検出へと応用した．開発したプログラムは膨大

な量の答案データから解答者間の解答傾

向の類似性をすばやく発見し，カンニング

を検出するといった内容となっている．当成

果は朝日新聞・財経新聞・人民日報の新聞報

道や NHK ニュース「おはよう日本」・TBS「あさ

チャン！」でのテレビ報道をはじめ，科学雑誌

ニュートン（2015年4月号）に記事が掲載され

るなど社会的にも非常に大きく注目されてい

る．  
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